
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
法
律(

案)
 

（
目
的
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
乳
幼
児
が
必
要
か
つ
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
者
に

乳
幼
児
医
療
費
を
支
給
し
、
も
っ
て
乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
及
び
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
子
ど
も
を
安
心
し
て
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
乳
幼
児
」
と
は
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
者
を
い
う
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
保
護
者
」
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。 

一 

乳
幼
児
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
そ
の
父
又
は
母 

二 

父
母
に
監
護
さ
れ
ず
又
は
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
し
な
い
乳
幼
児
を
監
護
し
、
か
つ
、
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
者 

３ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
保
険
医
療
機
関
等
」
と
は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
三
条
第
三
項

第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
医
療
機
関
又
は
保
険
薬
局
、
同
法
第
八
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
承
認
保
険
医
療

機
関
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
給
付
と
し
て
行
わ
れ
る
医
療
を
担
当
す

 
 

一



 

二

る
医
療
機
関
そ
の
他
の
病
院
若
し
く
は
診
療
所
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
）
又
は
薬
局
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
も
の
を
い
う
。 

（
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
） 

第
三
条 

市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児
の
疾
病
又
は
負
傷
に
つ
い
て
健
康
保
険
法
、
船
員
保

険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
、
国
家
公
務
員
共

済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二

号
）
又
は
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
給
付
が
行

わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
医
療
に
関
す
る
給
付
に
係
る
額
（
当
該
乳
幼
児
が
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
療
養
の

給
付
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
療
養
の
給
付
の
額
か
ら
当
該
療
養
の
給
付
に
関
す
る
同
法
の
規
定
に
よ
る
一
部
負
担
金
に
相

当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
）
が
当
該
医
療
に
要
す
る
費
用
の
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
そ
の
満
た
な
い
額
に
相
当
す
る
額
を
乳
幼
児
医
療
費
と
し
て
支
給
す
る
。 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
乳
幼
児
の
疾
病
又
は
負
傷
に
つ
い
て
法
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共

団
体
の
負
担
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
給
付
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
医
療
に
関
す
る
給
付
に
係
る
額
（
当
該
医
療
に
関
す



る
給
付
に
つ
い
て
実
費
徴
収
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
当
該
給
付
の
額
か
ら
実
費
徴
収
の
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
と

す
る
。
）
の
限
度
に
お
い
て
、
乳
幼
児
医
療
費
は
、
支
給
し
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
医
療
に
要
す
る
費
用
の
額
は
、
健
康
保
険
の
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額

と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
は
、
現
に
当
該
医
療
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

第
四
条 

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
乳
幼
児
が
保
険
医
療
機
関
等
か
ら
医
療
を
受
け
た
場
合
に
は
、
市
町
村
は
、
乳
幼
児
医
療

費
と
し
て
当
該
医
療
を
受
け
た
乳
幼
児
の
保
護
者
に
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
保
護
者
が
当
該
乳
幼
児
の
医

療
に
関
し
当
該
保
険
医
療
機
関
等
に
支
払
う
べ
き
費
用
を
、
そ
の
者
に
代
わ
り
、
当
該
保
険
医
療
機
関
等
に
支
払
う
こ
と
が

で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
保
険
医
療
機
関
等
か
ら
医
療
を
受
け
た
乳
幼
児
の
保
護
者
に
対
し
乳
幼
児

医
療
費
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
乳
幼
児
が
医
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
保
険
医
療
機
関
等
に
次
条
に
規
定
す
る
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊
急

の
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

三



 

四

４ 
 

市
町
村
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
医
療
機
関
等
に
支
払
う
べ
き
額
の
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る
事
務
を
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
に
よ
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
、
国
民
健
康
保
険

法
第
四
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

５ 

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
乳
幼
児
が
第
一
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
医
療

機
関
等
か
ら
医
療
を
受
け
る
場
合
に
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
当
該
保
険
医
療
機
関
等
に
支
払
う
べ
き
一
部
負

担
金
は
、
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
医
療
に
関
し
市
町
村
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
を

し
な
い
旨
の
決
定
を
す
る
ま
で
は
、
支
払
う
こ
と
を
要
し
な
い
。 

６ 

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
乳
幼
児
の
疾
病
又
は
負
傷
に
つ
い
て
法
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
よ

る
医
療
に
関
す
る
給
付
が
医
療
に
関
す
る
現
物
給
付
と
し
て
行
わ
れ
た
際
に
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
当
該
乳
幼
児
の
扶
養

義
務
者
か
ら
当
該
給
付
に
要
し
た
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
場
合
の
当
該
費
用
の
徴
収
と
、
そ
の
徴
収
さ
れ
る
費

用
に
係
る
市
町
村
に
よ
る
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
と
の
調
整
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

（
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
） 



第
五
条 

市
町
村
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児
の
保
護

者
に
対
し
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 
 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の
記
載
事
項
並
び
に
交
付
及
び
返
還
に
係
る
手
続
そ
の
他
乳
幼

児
医
療
費
受
給
者
証
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。 

（
時
効
） 

第
六
条 

 

乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
二
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。 

（
損
害
賠
償
と
の
調
整
） 

第
七
条 

 

市
町
村
は
、
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
乳
幼
児
又
は
そ
の
保
護
者
が
当
該
乳
幼
児
の
疾
病
又
は
負
傷
に
関
し
損
害

賠
償
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
価
額
の
限
度
に
お
い
て
、
乳
幼
児
医
療
費
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
支
給
せ
ず
、
又
は
既
に

支
給
し
た
乳
幼
児
医
療
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
不
正
利
得
の
徴
収
） 

第
八
条 
 

市
町
村
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
、

そ
の
支
給
を
受
け
た
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

五



 

六

２ 
 

前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
三
項
に

規
定
す
る
法
律
で
定
め
る
歳
入
と
す
る
。 

（
文
書
の
提
出
等
） 

第
九
条 

 

市
町
村
は
、
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
を
受
け
る

乳
幼
児
の
保
護
者
又
は
乳
幼
児
医
療
費
に
係
る
医
療
を
担
当
す
る
者
に
対
し
、
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示

を
求
め
、
若
し
く
は
依
頼
し
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
若
し
く
は
照
会
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
受
給
権
の
保
護
） 

第
十
条 

乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（
租
税
そ
の
他
の
公
課
の
禁
止
） 

第
十
一
条 

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
乳
幼
児
医
療
費
と
し
て
支
給
を
受
け
た
金
銭
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。 

（
費
用
の
支
弁
） 

第
十
二
条 

乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。 



（
費
用
の
負
担
） 

第
十
三
条 

前
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
分
の
一

に
相
当
す
る
額
を
国
が
負
担
し
、
そ
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
都
道
府
県
が
負
担
す
る
。 

（
実
施
規
定
） 

第
十
四
条 

こ
の
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
そ
の
執
行
に
つ

い
て
必
要
な
細
則
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
） 

２ 

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
条
第
十
四
号
中
「
健
康
診
査
」
の
下
に
「
、
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
」
を
加
え
る
。 

（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
の
一
部
改
正
） 

 
 

七



 

八

３ 

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
五
条
第
二
項
後
段
中
「
又
は
老
人
保
健
法
」
を
「
、
老
人
保
健
法
」
に
改
め
、
「
同
法
第
四
十
六
条
の
五
の
二
第
十

項
」
の
下
に
「
又
は
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第 

 
 

号
）
第
四
条
第
四
項
」
を
加
え

る
。 



理 

由 
乳
幼
児
の
健
康
の
保
持
及
び
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整

備
に
資
す
る
た
め
、
市
町
村
が
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
者
に
乳
幼
児
医
療
費
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の

支
給
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
そ
の
一
部
を
国
及
び
都
道
府
県
が
負
担
す
る
こ
と
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律

案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

  
 

九



一
〇

 



 
 

一
一

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る
経
費 

こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る
経
費
は
、
平
年
度
約
千
二
百
億
円
の
見
込
み
で
あ
る
。 

 


